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C・5　消費者物価指数 に おけ る POS デ ータ を用 い

　　 た ヘ ドニ ッ ク指数 に つ い て

　　　　　　　 総務省統計局　高　橋　伸　一

　消費者物価指数 に お い て は
， 平 成 12 年基準 よ り

「パ ソ コ ン （デス ク ト ッ プ 型）」及び 「パ ソ コ ン （ノ

ート型 ）1の 2品 目 に つ い て，POS デ
ー

タ を用 い た ヘ

ドニ
ッ ク指数を採用 して い る．また

，
15年 1 月か ら

は デ ジ タ ル カ メ ラ に つ い て も同様 の 方法 を用 い て 変

化率 を求 め ， カ メ ラ の 価格指数 に 反映 さ せ て い る ．

発表で は ，
こ れ らの 実務経験を踏 ま え，消費者物価

指数に お け る POS データの 活用 とヘ ドニ ッ ク 法適

用 の 理 論 と実際 に つ い て 報告す る．

9 月 5 日 （金）（午前　D 会場）

確率 モ デ ル

　座長　東 大 ・新領域 創 成科 学　松　原 望
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　ラ ン ダム パ ッ キ ン グの モ デ ル は物理 現象の み な ら

ず生物現象，社会現象等 に も応 用 され ， 数 理 的 に も

多 くの 興味深 い 課題 が あ る．解析的 に議論で き る の

は
一

次元 の 場合だ けで あ るが ，
ス ピ ン を考 え 次元 を

や や 高 く した モ デ ル に つ い て解析的 に充填率を議論

した．

D ・2 繰 り返 しN 人
一

般化 ジ ャ ン ケ ン ゲ ー厶 に つ

　　 い て の 漸近安定性

　　　　　　　　 統計数理 研　伊　藤　栄　明
＊

　N 人 で ジ ャ ン ケ ン を繰 り返 して ゆ く と き，各 プ レ

イ ヤー
の 戦略が どの よ うに変化 して行 くか とい う問

題に っ い て 簡単な モ デル を考 えそ の 漸近安定性 を議

論 す る．

D −3　A 　Generalized 　Polya 　Urn 　Mode 且 and

　 　 Related　Distributions

　　　　　　 学振特別研究員　井　上　潔　司
＊

　　　　　　　 阪 大 ・基 礎 工 　安　芸　重　雄

　 ラ ベ ル の 付 い た 玉 が 入 っ た壷を考え る．こ の 壷 の

中か ら，一般化 さ れ た replacement 　scheme に従い
，

玉 の 抽出 を繰 り返 す こ と を考え る．た だ し ，
こ の

replacement 　scheme は，各成分 が 正 整数 で あ る とい

う以外 に 制約 が ない よ うな addition 　matrix に よ っ

て 表 され て い る とす る．本報告 で は ， 4 つ の異 な る数

え方 に 基づ い て ， 異な る長 さ の連 の数 の 同時分布 を

考察し た．
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D ・4 故障 した コ ン ポ
ー

ネ ン ト情報 に よ る コ ヒー
レ

　　　ン トシ ス テ ム の 推測

　　　　　　　　弘前大 ・理 工 　ニ ツ 矢　昌　夫
鵡

　故障した シ ス テ ム に お い て どの コ ン ポーネ ン トが

壊れ て い た か とい うデータ に基 づ い て ，シ ス テム の

構造 を 決 定 す る問題 とそ の シ ス テ ム の コ ン ポーネ ン

ト寿命の 同時分布に関す る検定 の 問題を報告する．

D・5Composition 　MethodS に よ る確率微 分 方程

　　 式 の 数値近似 法

　　　　　　名古屋 市大 ・経済　三 　澤　哲 　也
零

　本報告で は，確率微分方程式 （SDE ）で 記述され

る確率系 の 数値近似問題 に お い て ，系の 構造 や 特性

の 「数値的再現性」 を有す る数値 ス キーム を構成す

る 手段 と し て，SDE の 解 の 指数表現 を利用 した ，
い

わ ゆ る composition 　methods （合成法） が有用で あ

る こ と を紹介 し， その 応用 と して 「確率ハ ミル ト ン

系」 に た い す る シ ン プ レ ク テ ィ ッ ク 構造 を保存す る

数値ス キ
ー

ム の構成法，ならび に それ を用 い た 数値

実験例 を与 える．

9 月 5 日 （金）（午前　E 会場）

主 成分 とク ラ ス ター

　　　　　　 座長　鹿児島大　理　宿 久　　洋

E −1　分 類 構造 に 基 づ く区 間 デ ータ に 対す る 重み つ

　　 き主成分分析

　　　　　　　 筑波大 ・社工 佐 藤 美 佳
＊

　区間デ
ー

タ に 対する主成分分析法 と して ， 区間の

最大値 と 最小値 に 対す る 重 み を フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リ

ン グを利用 して 推定 し，重 み を考慮し た 主成分分析

法 を提案す る．区間デ
ー

タの 解析で は ， 従来 ， 密度

推定 に 基 づ く方法 や一
様分布 を仮定す る方法 が 用 い

られ て い る が ， 本研究 で は ， 区間 データ の各区間で

分布 を想定 し得 る情報 が あ らか じめ得られ て い な い

場合 の 方法 と し て ，分類構造を介在す る こ と に よ り

推定 される重 み を利用す る．

E・2　正 規 ノ イ ズ の あ る独 立成分分析 と 非 正 規因 子

　　 分析

　　　　　　　阪大 ・人 間科学　宮　本　友　介
＊

　　　　　　　阪大 ・人間科学　狩　野　　　裕

　　　　　阪大
・
人間科学

・院　清　水　昌　平

　独 立成分分析は潜在変数 の 独立性 を基準 に 成分 を

抽出す る 多変量解析 の 手法 で あ る が ， 主 と し て信号
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